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「道路ふれあい月間」

「 

気
持
ち
い
い

に
っ
こ
に
こ 

」

道
路
で
あ
い
さ
つ

５ 1０
647

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、

去
る
９
月
14
日
（
木
）
東
京
都

千
代
田
区
の
「
全
社
協
・
灘
尾

ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
『
理
事

会
』
を
開
催
し
、
来
る
10
月
19

日
（
木
）
開
催
予
定
の
第
73
回

全
国
大
会
の
附
議
事
項
に
つ
い

て
審
議
し
た
。

　

理
事
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

古
賀
誠
会
長
が
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
佐
藤
信
秋
会
長
特
別
補

佐
、
丹
羽
克
彦
道
路
局
長
が
挨

拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
道
路

局
よ
り
道
路
行
政
に
関
す
る
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
楠
瀬
賢
一
副
会

長
（
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ

ー
連
合
会
常
任
理
事
）
が
会
長

の
職
務
を
代
行
し
議
長
を
務
め

た
。

　

は
じ
め
に
、
第
73
回
全
国
大

会
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
、
栗

林
一
彦
長
野
県
建
設
部
参
事
兼

道
路
建
設
課
長
よ
り
説
明
が
行

わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
第
73
回
全
国
大
会

附
議
事
項
で
あ
る
、
役
員
の
一

部
改
選
、
要
望
事
項
を
審
議

し
、
要
望
事
項
に
基
づ
い
た
決

議
案
を
坂
本
克
己
副
会
長
（
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が

朗
読
し
た
。
全
て
の
附
議
事
項

が
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
、
全

国
大
会
へ
附
議
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

次
に
、
第
74
回
全
国
大
会
を

青
森
県
で
開
催
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
平
田
博
幸
理
事
（
青
森

県
藤
崎
町
長
）
よ
り
提
案
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
た
。

　

残
暑
の
厳
し
い
中
に
、
理
事

の
皆
様
に
は
大
変
お
忙
し
中
、

こ
う
し
て
ご
参
集
い
た
だ
い
た

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま

た
全
国
道
路
利
用
者
会
議
の

各
般
の
事
業
に
皆

様
方
に
は
大
変
な

ご
協
力
と
ま
た
ご

支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
を
、

こ
の
機
会
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ま
た
日
頃
か

ら
ご
指
導
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
、
丹
羽
道
路
局

長
は
じ
め
、
道
路
局
の
幹
部
の

皆
様
も
ご
出
席
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
日
頃
の
ご
指
導
と

合
わ
せ
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

暖
か
い
ご
支
援
・
ご
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
佐
藤
信
秋
会
長
特

別
補
佐
に
も
、
ご
出
席
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
先
般
の
通

常
国
会
に
お
き
ま
し
て
、
私
ど

も
が
か
ね
て
か
ら
悲
願
と
い
た

し
て
お
り
ま
し
た
、
国
土
強
靱

化
基
本
法
が
改
正
を
さ
れ
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
国
土
強

靱
化
実
施
中
期
計
画
の
策
定
が

法
制
化
を
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
関
係
者
一
同
、
大
変
喜
ん

で
お
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
皆
様
を
代
表
し

て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
高

速
道
路
の
料
金
徴
収
の
期
間
が

延
長
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
財

源
を
活
用
し
、
高
速
道
路
が
抱

え
て
お
り
ま
す
様
々
な
整
備
を

緊
急
に
急
が
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
皆
様
方
の
ご
意
見
を
聞

き
な
が
ら
期
待
に
応
え
て
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
全
国
道
路
利

用
者
会
議
も
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
坂
本
会
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
日
本
バ

ス
協
会
、
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ

ク
シ
ー
連
合
会
、
こ
う
し
た
利

用
者
の
方
々
の
声
を
ど
う
反
映

さ
せ
る
か
、
非
常
に
私
ど
も
の

事
業
の
幅
が
広
が
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
渋
滞
の
解
消

や
駐
車
場
等
の
ス
ペ
ー
ス
の
拡

大
も
期
待
通
り
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
と
違

っ
た
形
で
全
国
道
路
利
用
者
会

議
が
、
国
民
の
皆
様
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
全
国
大
会
は

長
野
県
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
苦
労

い
た
だ
い
て
る
と
思
い
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
立
派
な
大
会
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

暑
い
中
に
ご
参
集
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
、
私
の
ご
挨
拶
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奈
良
県
・
平
岡
清
司

徳
島
県
・
町
田
寿
人

福
岡
県
・
坪
根
秀
介

大
分
県
・
日
野
康
志

鹿
児
島
県
・
鳥
部
敏
雄

京
都
市
・
平
島
竜
二

特
別
会
員
・
石
塚
周
平

〔
新
承
認
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会
長
〕

本
部
・
宮
坂
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治

北
海
道
地
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北
海
道
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丸

岩
浩
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〔
新
指
名
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任
理
事
〕

北
海
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・
北
谷
啓
幸

岩
手
県
・
内
舘　

茂

埼
玉
県
・
岩
﨑
康
夫

山
梨
県
・
長
田
富
也

長
野
県
・
佐
々
木
祥
二

岐
阜
県
・
日
置
敏
明

福
井
県
・
山
本　

厚

徳
島
県
・
町
田
寿
人

京
都
市
・
平
島
竜
二〈

敬
称
略
〉

継続的・安定的に国土強靱化の推進を！継続的・安定的に国土強靱化の推進を！
全
国
道
路
利
用
者
会
議　

理
事
会
開
催

全
国
道
路
利
用
者
会
議　

理
事
会
開
催

堂
故
茂
国
土
交
通
副
大
臣

参
議
院
議
員
、
富
山
、
当
選
２

回
、
71
歳

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣

衆
議
院
議
員
、
広
島
３
区
、
当

選
10
回
、
71
歳

國
場
幸
之
助
国
土
交
通
副
大
臣

衆
議
院
議
員
、
比
例
九
州
、
当

選
４
回
、
50
歳

第
２
次
岸
田
第
２
次

第
２
次
岸
田
第
２
次

改
造
内
閣
発
足

改
造
内
閣
発
足

　

９
月
13
日
に
第
２
次
岸
田
第
２
次
改
造
内
閣
が
発

足
し
た
。

　

国
土
交
通
大
臣
に
は
斉
藤
鉄
夫
氏
、
副
大
臣
に
は

國
場
幸
之
助
氏
、
堂
故
茂
氏
、
大
臣
政
務
官
に
は
石

橋
林
太
郎
氏
、
こ
や
り
隆
史
氏
、
加
藤
竜
祥
氏
が
就

任
し
た
。

石
橋
林
太
郎
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

衆
議
院
議
員
、
比
例
中
国
、
当

選
１
回
、
45
歳

こ
や
り
隆
史
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

参
議
院
議
員
、
滋
賀
、
当
選
２

回
、
57
歳

加
藤
竜
祥
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

衆
議
院
議
員
、
長
崎
２
区
、
当

選
１
回
、
43
歳

決　

議
（
案
）

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
に

　
　

必
要
な
予
算
・
財
源
に
つ
い
て
、
令
和
五
年
度
補
正
予
算
を
例
年

　
　

以
上
の
規
模
で
確
保
し
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

一
、
対
策
期
間
完
了
後
も
、
昨
今
の
地
震
・
豪
雨
・
豪
雪
な
ど
の
災
害

　
　

の
状
況
も
踏
ま
え
た
上
で
、
切
れ
目
無
く
、
継
続
的
・
安
定
的
に

　
　

国
土
強
靱
化
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
国
土
強
靱
化
実
施
中

　
　

期
計
画
を
早
期
に
策
定
し
、
必
要
な
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と

　
　

は
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と

一
、
災
害
へ
の
備
え
及
び
観
光
等
の
経
済
活
動
を
支
え
る
基
礎
と
し
て
、

　
　

人
流
・
物
流
の
活
性
化
に
向
け
た
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

　
　

ン
ク
の
解
消
、
四
車
線
化
等
と
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

一
、
重
要
物
流
道
路
の
整
備
推
進
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

一
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と
し
つ
つ
、

　
　

事
業
者
向
け
割
引
の
継
続

一
、
経
済
活
動
の
生
産
性
向
上
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
を
図

　
　

る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で
の

　
　

渋
滞
対
策
の
推
進
、交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
休
憩
施
設
の
機
能
強
化
、

　
　

中
継
物
流
拠
点
の
整
備
及
び
公
共
交
通
の
維
持
・
支
援

一
、
子
供
達
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対

　
　

策
の
強
化
・
推
進
と
必
要
な
予
算
の
継
続
的
な
確
保

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
踏
ま
え
、
資
材
価
格
の
高
騰
や
賃
金
水
準
の
上
昇

に
対
応
す
る
中
で
も
必
要
な
道
路
整
備
・
管
理
が
計
画
的
・
長
期
安
定

的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
令
和

六
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、

国
土
強
靱
化
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
の
成
長
力
・
国
際
競
争
力
強
化
・

生
産
性
向
上
に
資
す
る
公
共
事
業
を
含
む
、
令
和
五
年
度
補
正
予
算
を

速
や
か
に
編
成
す
る
こ
と
。

令
和
五
年
十
月
十
九
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
七
十
三
回
全
国
大
会

古
賀
誠
会
長
挨
拶

古
賀
誠
会
長
挨
拶

役
員
の
一
部
改
選

役
員
の
一
部
改
選

〔
新
選
出
理
事
〕

本
部
・
宮
坂
周
治

北
海
道
・
丸
岩
浩
二

北
海
道
・
北
谷
啓
幸

岩
手
県
・
内
舘　

茂

埼
玉
県
・
岩
﨑
康
夫

山
梨
県
・
長
田
富
也

山
梨
県
・
堀
内
富
久

長
野
県
・
佐
々
木
祥
二

長
野
県
・
寺
沢
功
希

岐
阜
県
・
林　

宏
優

愛
知
県
名
古
屋
市
・
岡
本
や
す

ひ
ろ

福
井
県
・
山
本　

厚


